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●
 はじめに
　
トルコでは二〇一六年七月一五
日にクーデタ未遂が発生して二四八名が犠牲になった後、非常事態下にある。公正発展党（ＡＫＰ）政権は当初、非常事態を三カ月としていたが、一〇月にさらに三カ月延長し、政令を用いた逮捕・勾留、組織・団体の閉鎖・接収を続けている。クーデタ未遂関連で一一月半ばまでに約四万人が勾留され、公務員のうち約八万人 解職、五万七〇〇〇人が停職 事情聴取の対象となっている。またＡＫＰは第三野党を取り込んで大統領制導入のための憲法改正に歩を進めている。クーデタ未遂後のトルコは、 国内外で報道さ るように 「反対勢力粛清によりレジェップ・タイップ・エルドアン大統領体制を強権化」しているのか。　
本稿は、クーデタ未遂関与勢力
の拘束を、政府批判勢力への弾圧や大統領制導入の動きから分けて論じる必要があると主張する。すなわち一方で、クーデタ未遂関与勢力は軍部 司法府 含む国家組織に広範に浸透していた。拘束者の多さは、浸透勢力の規模の大きさを反映している。他デタ未遂とは無関係の新聞記者、第二野党であるクルド系政党関係者などの拘束も起きている。このような非常事態令 乱用 国家浸透勢力排除 必要性を対外的に説明できなくしている。以下でクーデタ未遂とその後のトルコの現状を、国家浸透勢力の排除という観点から考察する。●
 クーデタ未遂
　
クーデタ未遂事件は、軍部内に
浸透していたギュレン派（後述）に属する将校を粛清するための大
規模な逮捕が七月一六日に予定され
⑴、それを察知した同派が決起
したことで起きた
⑵。ギュレン派
は決起を七月一六日午前三時に予定してい が、これに気付いた陸軍航空隊パイロットが軍部による襲撃計画があることを国家情報局（Ｍ
İＴ）に一五日午後二時に通
報、Ｍ
İＴは午後四時に国軍参謀
本部に報告、国軍参謀本部が緊急会議しすべての軍事行動禁止などを午後五時半に命令した。計画漏洩を疑ったクーデタ計画者は、クーデタ 六時間前倒しして午後九時に決行した。　
クーデタ未遂の推移と蜂起勢力
のメンバーが行った
W
hatsA
pp
通信記録は、クーデタ未遂が国軍の指令系統と無関係に行われたこと、国家機構と一般市民を攻撃対象にしたことを示している
⑶。ク
ーデタは ⑴国軍参謀本部 事前
通報を受けてすべての軍事行動禁止を命令していたため蜂起勢力が孤立したこと、⑵蜂起勢力が国営放送局を占拠したのみで情報統制をできなかっ ⑶民間放送局を介したエルドアン大統領の呼びかけに応じて市民が抵抗 たこと、などにより失敗したが、クーデタが予定どおりに実行されていたら成功していた確率は高いとみられている。　
ギュレン派の最高指導者がクー
デタ計画を命じた の証拠能力を持つ文書はトルコ政府からは示されていない。ただし、フルシ・アカル国軍参謀総長の検察への供述によると、彼を拘束した勢力にクーデタの首謀者を問 ただすと准将の一人が「お望みであれば我々のオピニオンリーダーであるフェトゥッラー・ギュレンにお引き合わせします」と述べた いう
⑷。また、ギュレン派の空軍担
当イマーム（後述）とされるサカリア大学神学部助教授アーディル・オクスュズがクーデタを計画して自宅で関係者に説明したあ 、実行の三日前に渡米してペンシルバニア在住のギュレンから承認を取り、同前日に帰国したこともーデタ参加者により供述されてい
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る。オクスュズは当日にはクーデタ計画の主要拠点となったアンカラ郊外のアクンジ 空軍基地で拘束されたが、検察の事情聴取後解放され行方不明になった。●
 学生支援から国家浸透へ
　
ギュレン派とは、フェトゥッラ
ー・ギュレン師を指導者とする組織で、表向きには漸進的イスラム主義を掲げていたため穏健派イスラム運動とみなされてきた。奨学金、学生寮、進学・学習塾で官僚候補学生を勧誘・育成することから始め、約一六〇カ国に学校を開設して教育・宗教・文化活動を実施、金融や貿易も手がけ実業家団体も組織 たことが知られている。その一方 ギュレン派組織の実態は秘密主義に守られ、軍部やＭ
İ
Ｔを除いて、一般にはほとんどられていなかった。それが元同幹部や専門家の証言で最近ようやく明らかになってきた。　
ヌレッティン・ヴェレンとアフ
メット・ケレシュは同派幹部だったが、両者ともギュレンの意図が慈善運動ではなく国家浸透であることを一九九〇年代半ばに認識するとギュレンと袂を分かった。二人は同派の国家浸透について警告
していたときには顧みられなかったが、クーデタ未遂後にC
N
N
T
ürk
のテレビ番組で同派の
内実を暴露 たことで注目を集めた
⑸。以下ではまず、ギュレン研
究者のハーカン・ヤヴズ（参考文献①、二五〜四八ページ）が描くギュレンの経歴をヴェレン（参考文献②）やケレシュ（先行文献③）の証言と重ねて浸透組織の形成過程をたどったうえで、ケレシュや専門家 を元に組織構造と浸透方法を概観する。　
ギュレンは一九四一年にトルコ
東部エルズルムに生まれ小学校を中退したのち、一九五七
〜
五八年
に
ナクシベンディー派系のサイ
ド・ヌルシ（イスラム復興運動のトルコ分派）の教えに感化された。一九五九年 礼拝導師 国家資格試験合格後、おもにトルコ西部各地のモスクに配属された。一九六六年に西部イズミルの「ケスターネパザル」コーラン学校 イスラム学担当として配属されてからは、公務の傍ら市内各地でヌルシの教えを辻説法した。一六歳の学生だったヴェレンはこの き学校でギュレンと知り合い、困窮学生支援というギュレン 考えに共鳴し、他の一人の学生と共に学
生下宿（後の「光の家」 ）を開設し始めた。ギュレンは一九六八年には高校・大学生男子のための夏期キャンプを組織し始めた。　
イズミルで光の家の数が一二に
達した一九七〇年、ヴェレンを含む中核幹部一二名が集 られ、ギュレンへの忠誠や秘密主義などの規則が決められ 。またイスラム原理主義的に厳格な戒律も適用された。ギュレンは一九七 年には「書簡によるクーデタ」後の軍部影響下の超党派政権により世俗主義違反で七カ月投獄されたが、 （イデオロギー上 罪での受刑者 対する）恩赦により解放された。一九七二年以降、西部各地に配属れ光の家の設立を続けた。一九七九年には雑誌『浸透』を発刊し、両極化する社会への解決策はイスラム倫理にあると主張した。　
一九八〇年軍事クーデタ後、ギ
ュレンには世俗主義違反容疑で逮捕令状が出されたが潜伏しつつ説教を録音したカセットテープを同派メンバーに配付し続けた。一八六年に逮 取り消されると、トルグット・オザル政権（一九八三
〜
八九年）の経済文化自由
化路線に乗りギュレン派を教育文化運動として全国的 展開し始め
た。
このころヴェレンは、軍部、
司法府、官庁に一九八六
〜
八七年
に就職した同派学生をギュレンが組織化していること 違和感を抱くよう なっ ケレシュも、オザル政権でギュレン派出身のアブドゥルカーディル・アクス内務相が開設させた警察大学の役割を指摘している。同大学に一般大学卒業者が入学すると一年 卒業でき、警察幹部に採用される。ギュレン派は同派で恭順度が最も高い 生を警察大学に送り込み、警察庁への浸透を進めたという。　
同派の活動は軍部からも危険視
されるようになっていたため、ヴェレンは同派の活動を透明化して国家の承認を得ることをギュレンに勧めたが当初は賛同を得られなかった。ソ連崩壊後、
中央アジア・
コーカサス諸国でエリート教育の需要が生れ のに応じてギュレン派は学校開設 乗り出したが、ヴェレンはオザル大統領（一九八九〜
九三年）やスュレイマン・デミ
レ
ル首相（一九九一
〜
九三
年） ・
大統領（一九九三
〜
二〇
〇〇年）
に趣旨を説明して支持を求めた。また同派への寄付金が増えるなで資金管理をギュレンが独占していたため、ヴェレンは金融機関
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設立して資金管理を透明化すべきことをギュレンに説いた。　
一九九〇年代半ばにギュレンが
ようやくヴェレンの勧めに応じタンス・チルレル首相（一九九三〜九六年）との面会を実現すると、チルレルは教育慈善事業や イスラム）金融機関設立への政府の支持を約束した。政治家との関係構築の効用を実感したギュレンは、政治家に限らずマスコミや財界人との接触も拡大した。 だし、ヴェレンが意図していたような組織の透明化はおきなかった。逆に国外のギュ 派学校が所在国の閣僚子弟を入校させて政治的関係を築くと、そ 関係を利用したいトルコ企業がギュレン派に献金を行うという構図ができあがり世界各国に広まった。またギュレン派金融機関では経営者による横領 繰り返された。　
一九九五年までには同派出身者
が国家内で中佐、郡知事、検察官、判事、警部の地位に達して た。その年、同派の幹部会（メジュリス）でギュレンは「軍部、官僚機構、司法府を手に入れなさい。国家の血管にまで浸透し、気がつかれずにこれらを占領し 気がつかれたときには後退して身元を隠し
なさい、機会が来たら再度前進しなさい」と命令した
⑹。ヴェレン
がこの命令に反対するとギュレンは彼を反逆者と呼び、翌年に破門宣告書を出したが、ヴェレンは同派に残った。　
一九九七年二月に国家安全保障
会議（ＭＧＫ）で軍部が親イスラムのネジメッティン・エルバカン首相にイスラム運動取り締まりを強要する事件が起きると、ギュレンはエルバカンを批判し軍部を支持した。ヴェレンとケレシュは、ギュレ がこの事件に先立ちクーデタの脅威を煽るマスコミ宣伝や密告によりデミレル大統領を誘導し、 エルバカン連立政権崩壊と （連立の約束事項だった）チ レルへの首相交代否認をもたらしたと証言している。その後多くのイスラム運動が取り締まられたのに対 、ギュレン派は女性にイスラム的スカーフを着用 な ように呼びかけるなどして穏健性を装ったため無傷だった。　
ただしケレシュはイスラム運動
であるはずのギュレン派が親イスラムの首相を追い落としたこと、および同派がそれまで批判 きたトルコ国家と同じ構造のしかも秘密組織になっていることに失望
し、一九九八年に同派を離反した。ギュレンは、一九九九年に士官高校生が光の家で拘束された事件の直後の三月、病気治療を理由に渡米し、現在に至るま 在住している。ただし同年六月に 官僚機構と司法府を掌握するようにギュレンがメンバーに呼びかけたビデオがＡＴＶテレビニュースで放映された。ヴェレ は破門宣言を受けた後もギュレンの自分に対する中傷や国家乗っ取りの試みをやめさせるために渡米して説得を試みたが、逆に命を狙われる経験を重ねたため二〇〇二年に同派との関係を絶った。●
 階層構造と浸透方法
　
ギュレン派の組織構造を体系的
に紹介したケレシュによると、同派指導者を頂点とする七層ピラミッド構造が世界規模で存在し、トルコはその一部にすぎない。ピラミッドの各層 はイマーム 呼ばれる地理・職域別の管理者がおり、地理別では世界、大陸、国、県、郡、区、町内イマームが、職域別では軍人、警察、判事、教育省、大学、医師、メディア、自営業者イマームなどが存在する（ギュレン 頂上第七層の世界イマーム あり、
ケレシュは第五層の任務に就いていた） 。職域別イマームは対象職域の人々について勧誘、教育、資金調達などの活動を行う。職域別イマームは地理別にも階層化されている（たとえば警察イマームは区、郡、県、国別に存在する）ので、地理・職域別のイマームはピラミッド頂上で一元管理される。ここでのイマームは 本来 意味と違い）必ずしも宗教知識を必要とされない。特に第六層のイマームには、賢く非宗教系専門知識を持つ人物が選ばれる。別称として兄（下層では姉も）があるが、イマームは組織内向け兄 （や姉） は外向け表現である （参考文献③） 。　
ピラミッドの第一層には、勧誘、
募金、教育の場である光の家がある。家には五
〜
八人の学生が寄宿
し、その責任者である兄（または姉）は、学生を同派組織に従わせるように教育し、恭順を五段階で評価する。ギュレン派が奉仕活動をしていると考え 市民は、学生のために光の家に生活必需品などの支援 行ってきた ただ ギュレン派が（より大きな）学生寮を一九八〇年以降に開設してからは、学生寮が学生勧誘の最初 窓口と
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浸透と排除―トルコにおけるクーデタ未遂とその後―
なり、入派見込みのある者を光の家に転居させる仕組みになった。　
組織のメンバーは給与を上納す
る。その比率は独身官僚で給与の一五
〜
二〇％、既婚者で一〇％で
あ
る。兄・姉を専業とする場合、
公定最低賃金相当額が組織から支払われるが、うち一〇％を上納する。集められた上納金のうち一五％が「神聖分」としてギュレンに送られ
⑺。メンバーには同派で
あることを隠し続け ことが強く求められ、イマームはメンバーに対してピラミッド上部からの命令を伝える。メンバーどう 横の情報交換は行われない。地理・職域別イマームは長くても三年で交代するため、特定の人間が影響力や情報を蓄積することにならこれらの方法で同派内部の秘密性が維持されている。ヴェレンやケレシュによると、ギュレンは彼らのような幹部をも別のメンバーに盗聴や監視させ、そ 情報を自分のみに報告させていた。　
ギュレン派は士官学校、国軍や
官庁に二つの方法で浸透してきた。第一に、国家試験問題を盗んで同派の人間に流し満点合格 就職させることである。初めて発覚したのは一九八六年、イスタンブルの
クレリ士官高校入試問題のギュレン派による窃盗漏洩である。軍部におけるギュレン派について捜査した元軍事検事アフメット・ゼキ・ユチョクは、過去九年間に士官大学から国軍 入隊した学生の八割をギュレン派と見込んでい （参考文献④）
⑻。官僚についても、二
〇一〇年の全国統一国家公務員試験の問題が同派に流されていたことが発覚した。　
第二に、同派でない人間につい
ての虚偽の訴えや拷問・脅迫により退学や解雇・退職に追い込むことである。特に軍部ではパイロット候補生の多くが除隊に追い込まれ、ギュレン派 Ｆ
‒
16パイロッ
トが急増したとされる。元警察官僚ハネフィ・アヴジュも、警察庁の密輸組織犯罪部 情報部、イスタンブル県警とアンカラ県警の情報支部、陰謀訴訟（後述）を担当していた裁判所の検事・判事に特定の傾向を持つ人々が集まり、虚偽の通報により情報室長を更迭させ、その後に自派の人間を送り込んでいたと述べ る（参考文献⑤、四三五ページ） 。　
軍部への浸透は、当然ながら国
軍掌握に繋がるのに加え、政府要人の動向把握も可能にする。軍部
が政府要人の補佐官を送り出していたがギュレン派は軍部人事部にも浸透して補佐官人事を握った
⑼。
アカル国軍参謀総長の補佐官でクーデタ未遂後に拘束されたギュレン派中佐の検察への証言によると、エルドアン大統領や現役および過去の国軍参謀総長にも同派の官が付き盗聴を行っていた。彼自身は前国軍参謀総長を毎日盗聴 、一週間分の録音が溜まると盗聴器を軍部外にいる同派の「兄」に渡していたという
⑽。
●
 ＡＫＰ政権からの接近
　
Ｍ
İＴ副局長を務め二〇〇五年
に退職したジェヴァット・オネシュによると、ギュレン派の軍部や警察をはじめとする国家組織への浸透は一九七〇年代に始まり、九八〇年代に拡大、二〇〇〇年代に加速した
⑾。ギュレン派の浸透
が加速したのは、親イスラム派のＡＫＰが二〇〇二 に単独政権を樹立してからである。エルドアンはＡＫＰに近いとみなしたギュレン派を国家機構に送り込むことより、世俗主義国家エリート 影響を削ぐことを試みたこれはギュレン派が二〇〇〇年代まではもっぱら自助努力により浸
透していたのと大きく異なる。　
二〇〇四年八月のＭＧＫで軍部
はギュレン派への取り締まりを求めたが、ＡＫＰ政権は面従腹背して同派に警察組織への浸透を許した
⑿。ＡＫＰ政権はまた最高裁判
所の長官や他の判事の汚職疑惑を指摘し、これらの判事を辞任に追い込んだ。そして二〇〇五年、約四〇〇〇人の判事・検事 人 異動や、判事・検事候補の任命権限を司法大臣に与える法改正（法律五四三五号）などにより下級裁判所で行政府の影響力を強めギュレン派を優遇した（参考文献⑥）これとは別にアブドゥラー・ギュル外相は、各国大使館に対し海外に展開するギュレン派学校の活動を支援するよう通達を出 。　
さらに上級裁判所と司法人事機
関へのギュレン派浸透を許したのは二〇一〇年九月の「民主化のための」憲法改正である。特に重要なのは、司法府人事を決め 判事検事最高委員会（ＨＳＹＫ）における上級裁判所出身者 比率を減らし、ギュレン派が多数を握る第一級判事・ 比率を高めたことである
⒀。上級裁判所の判事・
検事はＨＳＹＫ委員の投票により選出されるため、ギュレン派 上
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級裁判所の人事をも握ったことになる。実際、最高裁判所では二〇一一年二月法改正で定員が一三七名増員された後、欠員と合わせて一六〇名が新たな 事・検 として選出されたが、そのうち一四〇名がギュレン派だっ
⒁。
　
軍部については、前政権のとき
から、ＥＵ加盟交渉を開始するための条件とし 文民統制を強めるための憲法・法改正が行わ てきた。ＭＧＫでの文民比率の引き上げや国家機構人事での軍部の関与の廃止、軍事予算の透明化など二〇〇四年までに達成されてはいる。これらの改革はトルコ社会における軍の政治介入の正統性を弱めたものの、二 〇七年大統領選挙候補に対して軍部が世俗主義をめぐり警告す という を防げなかった。こ 事件は、軍部とギュレン派に対して等距離を保っていたエルドアンをギュレン派に接近させた（参考文献⑦）　
司法府への支配力を強めたギュ
レン派は、いわゆる「陰謀訴訟」を手がけた。そのうち代表的なエルゲネコ 訴訟はイスタンブ 地方裁判所によって開始され
⒂、 （架
空の）テロ組織エルゲネコンによるＡＫＰ政権転覆未遂容疑で大学
学長、マスコミ関係者、知識人、実業家、退役・現役軍人 さらに同訴訟を批判する人々が逮捕 長期勾留された。二〇〇七年に逮捕開始、二〇〇八年に公判開始、二〇一三年に 七五名に有罪判決（うち一九名が終身刑）が下った。類似の鉄槌裁判では二 一二年、三三〇名に一六
〜
二〇年の禁固刑
判決が下った。　
証拠のほとんどは電子媒体で偽
造の痕跡（たとえば「二〇〇三年作成文書」にマイクロソフト・ワード二〇〇七年版の字体が使用されているなど）があるとの訴えが裁判所で棄却されたことは、下級裁判所へのギュレン派の浸透度合を示している。たとえば二〇〇九年一月にサビフ・カナドール元最高裁判所検察長官が勾留されると、ＨＳＹＫはエルゲネコン訴訟での強引な捜査を疑問視し、捜査の最高権限者であるイスタンブル検察長官と同副長官に事情説明を求めたが、両者は捜査担当検察官たちが
彼らの警告に聞く耳を持たず、
特定のグループのために働いている印象を持ったと証言している。またＨＳＹＫの一人は、司法府においてエルゲネコン訴訟や鉄槌訴訟のように検事が組織的かつ計画
的に事を進めることはあり得ないとしている（参考文献⑧） 。　
軍部ではこの間、二〇一一年七
月に裁判の不当性への暗黙の抗議として国軍参謀総長と陸・海・空軍司令官という（憲兵隊司令官を除く）国軍の参謀が総辞職し、二〇一二年一月にはバシュブー元国軍参謀総長もテロ組織指導者との容疑で勾留され、二〇一三月一月にはイスマイル・ハック・カラダイ元国軍参謀総長が訴追された。二〇一四年三月と六月にそれぞれエルゲネコン、鉄槌裁判判決について憲法裁判所が長期勾留、証拠不充分などを理由 釈放命令を下したが、二〇一一
〜
一五年の間に
陰謀訴訟で起訴されていた五七九名の士官・下士官が昇進停止や定年退役を余儀なくされたほか、海軍の将校が大量に離職した。代わりに大量のギュレン派将校が昇進した。クーデタ未遂に関わった一七一名の将官（大将二名、中 一〇名、
少将三五名、准将一二四名）
のすべてが二〇一一
〜
一五年の時
期に昇進してい 二〇一六年以降も定期昇進が続けば八年後には全将官すなわち軍部全体を同派が握るはずだった（参考文献④）
。
●
 ＡＫＰ政権との対立
　
ギュレン派は、世俗主義国家エ
リートを弱体化させるという点でＡＫＰ政権に貢献したものの、ＡＫＰ政権に恭順してはいなかった。親米・親イスラエルとして知られるギュレンは、エルドアンがダボス会議でイスラエルのシモン・ペレス大統領と口論したこと（二〇一〇年一月）やトルコのイスラム系ＮＧＯ団体によるパレスチナ人支援のためのガザ支援船がイスラエル官憲と衝突したこと（二〇一〇年六月）などを境に、エルドアンに対して暗黙 批判を展開すようになった。二〇一一年総選挙を控えた時期、ギュレン派から〇〇名以上がＡＫＰの国会議員候補に出願すると、ギュレンに対する猜疑心を強めていたエルドアンは、ギュレンが「汚れた組織の指導者だ」と副党首に語っている
⒃。
また二〇〇八年には自分が「 （エルゲネコン） 訴訟の検察官である」と述べて同裁判を擁護していたエルドアンも、二〇一二年一月のバシュブー元国軍参謀総長拘束 至ると、不快感を表明した。　
両者の対立が表面化したのは、
ギュレン派がＭ
İＴの奪取を試み
たことであ 。ギュレン派はトル
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コ民族主義の色彩が強くクルド民族主義を敵視していた。そのため（トルコがテロ組織と認定した）クルディスタン労働者党 （ＰＫＫ）党首で拘束中のアブドゥッラー・オジャランと政府が直接交渉していることを二〇一一年総選挙後にインターネットに漏洩、さらにオジャランと交渉していたＭ
İＴの
局長らに二〇一二年二月、ギュレン派の検察官が逮捕状を出した。これに対しエルドアンはＭ
İＴ局
員などの逮捕に首相の許可を義務づける立法 より逮捕請求を取消させ検察の試みを阻止した。二〇一三年八月にはギュレン派が一一条の宣言を発表、首相 公然と批判すると、一一 政権がギュレン派の人材・財政的基盤である進学・学習塾の廃止移行計画を発表、ギュレ 系メディアが反 した。　
両者の対立が決定的になったの
は、二〇一三年一二月である。ギュレン派の影響下にある検察と警察がＡＫＰ政権の汚職容疑の捜査を開始、閣僚四名、官僚、実業家などを逮捕勾留した である。エルドアンは検察や警察で大量の人事異動を行い、捜査を押さえ込んだ。その後も法相が参加した判事検事最高会議で大幅異動 警察庁
密輸組織犯罪対策局での全員異動、判事検事最高会議の部門長の任命権を司法相に与える法改正などにより、司法府と警察に対する政権の掌握を強めた。またギュレン派が汚職関与の証拠として盗聴録音をインターネットで公開すると、政権は、プロバイダーに対 サイトへのアクセス禁止命令などが可能となるインターネット規制改定および、
T
w
itter
や
Y
ouT
ube
へのアクセス遮断措置などを実施した。さらに二〇一五年五月にギュレン派をテロ組織と認定して以降、ギュレン派が所有する金融機関、新聞、テレビ局に管財人を指名して接収した。●
 排除の試み
　
ＡＫＰ政権は国家機構からギュ
レン派を排除するためまず司法府人事の奪回を試みた。二〇一四年一〇月のＨＳＹＫ選挙ではＡＫＰは民族主義派や社会民主主義派と連合して非改選議席と合わせて過半数議席を確保した
⒄。ＨＳＹＫ
は、上級裁判所のうち最高裁判所の全判事検事と最高行政裁判所の四分の三の判事検事（残りの四分の一は大統領が選任） 選任する権限を持つ。政府は一二月に最高
裁判所と最高行政裁判所の部局と定員を増やす法改正を行い
⒅、増
員分をＨＳＹＫや大統領が任命した政府寄りの 事・検事や官僚で埋めた
⒆。二〇一六年六月には最
高裁判所と最高行政裁判所の部局と定員を減らすとともに一二年の任期を設ける法改正を った。現職の判事・検事は（上級位を除いて）いったん任期終了 なったうえで、ＨＳＹＫにより新 に任命されることになった。この再任命の過程でギュレン派がふるい落とされることが見込まれた
⒇、実
際には同勢力を完全には払拭できなかった。　
また軍部についても、陰謀訴訟
計画に関わ とみなされた軍人の逮捕が続いたが、具体的罪状なしにギュレン派の排除 困難だった。また八月末の最高軍事評議会でギュレン派将校の大幅人事異動が予定されていたが、除籍が可能なのは佐官以下で、 官につ ては配転と昇格しか決定できなかった。しかもこの人事異動案もギュレン派に漏れていた。　
通常の法手続では浸透勢力の排
除が進まないなかで政権は強硬策に転じた。す わち「はじめに」で述べたギュ 将校逮捕であ
る。時を同じくして、アンカラ地方検察は同派メディア担当者や元国会議員など七三名を容疑者とするギュレン派に関する起訴状をアンカラ地方裁判所 七月一五日（クーデタ未遂直前）に提出している。起訴状の内容は、クーデタ未遂とその後の発覚事実や関係者の証言と整合している。　
エルドアン大統領はクーデタ未
遂後、三カ月の非常事態令を公布、テロ組織の摘発と逮捕勾留を開始した。非常事態令下では逮捕期間が三〇日、逮捕後最初の五日間は弁護士との面会不可、法的効果を持つ政令（以下 法的政 と略す）が違憲立法審査 対象外、などの形で行政府権限が強化された。政権はギュレン派関与の病院 学校・大学、学生寮、団体を閉鎖、上級裁判所がギュレン派関係者 追放を合議で決定することを可能にた。また各政府機関に対し、ギュレン派の告発を求めた。同派関連のマスコミ 閉鎖して新聞記者を拘束、資金提供者とみなされた実業家をも拘束し、所有事業を接収した（接収後に競売され 事業の数は六〇〇、金額で一〇〇億ドルに達した
㉑） 。
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●
 濡れ衣、便乗、風見鶏
　
公務員の免停職は、当初は通報
に基づいていたために不当な疑いや嫉みで濡れ衣を着せられた被害者を出した。そのため、八月にギュレン派特定の三つの基準として①二〇一三年一二月汚職捜査開始後にギ 労働組合・団体に加入、②上記時期後にギュレン派金融機関への入金ないし預金維持、③ギュレン派組織内の通信のために使われていた
B
yL
ock
という通
信アプリの使用歴が導入された。このうちどれかに該当すると免停職の対象となった。それでもさらに被害者が続出した め
B
yL
ock
使用を唯一の基準とし、過去にそれ以外の単独基準で免停職された者を復職させる政令が一一月に出された。　
B
yL
ock
はギュレン派組織から
の承認がないと機能しないため同派であることを特定するための強力な証拠となった。二〇一三年一二月汚職捜査開始以降、ギュレン派の秘密通信方法を捜査していたＭ
İＴが同システムを発見しパス
ワード解読に成功した（ギュレン派はパスワード解読に気がつくと二〇一六年一月に通信方法をE
agle
という新たなプログラムに
変更した） 。Ｍ
İＴは通信記録の
解読から
B
yL
ock
を一二万人が日
常的に使用 ていたことを明らかにした。一二万人もがギュレン派組織で実質的に活動していたことを示す証拠は前述のギュレン派の国家浸透過程に照らし合わせると、信憑性が高い。ＡＫＰ政権の非常事態令下での法的政令の乱用をクーデタ便乗主義として批判している野党第一党のＣＨＰも、ギュレン派訴追の必要性や
B
yL
ock
をギ
ュレン派の判別基準とすることは認めている。　
ただし非常事態令はその本来の
目的以外に適用され、政権による便乗行為をもたらしている。第一に、非常事態令が る対象は、 （ギュレン派に限 ず）すべてのテロ組織となっている。そのため、ＰＫＫのメンバーのみならず、ＰＫＫと近い関係にあるクルド系の人民民主党（ＨＤＰ）党首、国会議員や市長 さらには一部のマスコミ関係者も を宣伝したという理由で逮捕勾留されている。またギュレン派やＰ Ｋ関係した具体的な容疑が示されないまま新聞記者が拘束される事件も起きている。第二に、政権はまた、法律ではなく法的政令により
国家組織の改編を行った。軍部に対する文民統制を強化するため国軍参謀総長任命権者である大統領に指名権も与え、憲兵隊と海兵隊を内務省に直属させ、国防省官僚を文民化、士官高校・大学を廃止して国防省下に国防大学を設立した。トルコ憲法は、非常事態令下での法的政令 、非常事態期間内の事項であること 条件 認めている。ＣＨＰは非常事態令を用いた上記 国家組織改編が 違反であるとして違憲立法審査を請求したが敗訴に終わってい 。　
ところで、一一月以降現実味を
帯びている大統領制導入の試み 、エルドアンによる単なる便乗主義とは言い切れない。第一 、世論の変化である。Ａ＆Ｇの行った世論調査は、大統領制支持が反対を上回ったこ を示した。六月調査では賛成が三七・四％、反対が四二・五％、意見無しが二〇・一％だったのに対し、一〇月調査では賛成が四五・一％、反対が四〇・五％、意見無しが一四・四％と逆転した。第二に、大統領制を導入するためには国会議員の五分の三の支持が必要で 与党議席数はこれに足らない
㉒。ところが大統領
制に反対してき 第三野党ＭＨＰ
党首デヴレット・バフチェリが、党内議論無しに日和見的に大統領制導入賛成に転じた。クーデタ未遂までは党首の座が危ぶまれていたバフチェリは「非常時 国家のために協力する政治家」として振る舞うことで世論の支持率を、ＣＨＰ党首と匹敵するまでに高めている
㉓。すなわち、大統領制導入
は国内的結束を重視する を利用してはいるものの政党間合意に基づいて進んでい 。もちろん表面下では党内民主主義 欠如がある。バフチェリはクーデタ未遂を機に、ＭＨＰ党内反執行部勢力ギュレン派として除籍して 。●
 おわりに
　
トルコ軍はシリアでＩＳ退却後
の空白地帯を（ＰＫＫとの姉妹組織である）人民防衛隊（ＹＰＧ）が埋めることを防ぐために八月に北シリアに進攻、イラクでは連合軍がモスルをＩＳから奪還した後にＰＫＫが勢力拡大すること（そしてシリア内ＹＰＧ支配地域との統一）を防ぐために一〇月にモスル近郊まで越境した。このような軍事行動が続くなかでも、 一中旬までに四二〇〇人以上（七月末比二五〇〇人増 が軍部から除
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籍されている。それは、軍部の指揮命令系統から外れた存在が残っていたことを示唆する。　
浸透勢力の排除策は当初、拙速
にも通報に基づく排除を進めたことが冤罪者を発生させたが、その後より客観的な基準が導入され解放・復職も起き る。クーデタ未遂の内幕は、拘束された軍人の供述などに り明らかにされつつある。これだけ多数の ないし免停職された国民がどのよう社会復帰す か、社会がその家族をどのように支えるかは今後の大きな課題である。他方 非常事態令を用いてクーデタ未遂関与勢力とは関係 い勢力を拘束するという便乗主義は、 「ギュレン派によるクーデタ未遂」という主張の信憑性を弱めるとともに新たな証拠の蓄積を無為にしている。浸透勢力排除は課題を残しつつ進んでるもの 、便乗主義が大きな足枷となっている。（はざま
　
やすし／アジア経済研
究所
　
中東研究グループ）
《注》⑴
 社会運動を想起させるので「ギュレン運動」とは呼ばない。
⑵
 A
hm
et Şık, "D
arbenin perde 
arakasını anlattı," C
um
huriyet, 
15 T
em
m
uz 2016. 
⑶
 『アジ研ワールド・トレンド』第二五七号、二〇一
?
年三月号
Ｈ
Ｐ参照（
http://w
w
w
.ide.go.
jp/japanese/P
ublish/P
eriodica
is/W
-trejd/backnum
ber.htm
l ） 。
⑷
 "H
u
lu
si A
k
ar'ın
 ifad
esi: N
e 
d
iy
orsu
n
 u
lan
 sen
, m
an
y
ak 
m
ısın!" C
um
huriyet, 25 T
em
m
uz 
2016.
⑸
 C
N
N
 T
ü
rk
, "T
ü
rk
iy
e
'n
in 
G
ündem
i," 5 A
ğustos 2016.
⑹
 ヴェレンによれば、一九九〇年代後半には、軍部内動向についてのメモをギュレン派将校が拳や口に隠してギュレンに持参していた。
⑺
 "İş
te
 
'F
E
T
Ö
' 
s
ö
z
lü
ğ
ü
," 
C
um
huriyet, 9 A
ğustos 2016.
⑻
 士官学校受験者のうち七五
〜
八
〇％がほぼ満点で合格していた。C
N
N
T
ürk, "T
arafsız B
ölge," 24 
T
em
m
uz 2016.
⑼
 イルケル・バシュブー元国軍参謀総長の発言。
C
N
N
T
ürk, 
"T
arafsız B
ölge," 1 A
ğustos 2016.
⑽
 "'Ö
zel'i dinler kayıtları abiye 
gönderirdik'," C
um
huriyet, 21 
T
em
m
uz 2016.
⑾
 "E
sk
i M
İT
'çi Ö
n
iş: İk
tid
ar 
c
e
m
a
a
tın
 
ö
n
ü
n
ü
 
a
ç
tı," 
C
um
huriyet, 23 T
em
m
uz 2016.
⑿
 A
bdülkadir Selvi, "C
em
aat ve 
d
ersh
an
eler," Y
eni Şafak
, 2 
A
ralık 2013.
⒀
 "K
a
v
g
a
n
ın
 
b
ila
n
ç
o
s
u
," 
C
um
huriyet, 5 A
ralık 2013. 
⒁
 元ギュレン派ＨＳＹＫ委員証言。
⒂
 裁判所は検察部門をも含む。
⒃
 エルドアンはギュレン自身が特に推した二名のみを候補に認めた。
A
bdülkadir Selvi, "P
aralel 
yapı devleti nasıl düsürecekti?" 
Y
eni Şafak
, 28 A
ralık 2015.
⒄
 "H
âk
im
iy
et p
azarlığ
a tab
i," 
C
um
huriyet, 13 E
kim
 2014.
⒅
 "Y
argı paketi G
enel K
urul'dan 
geçti: M
akul şüphe ile aram
a 
artık
 y
asal," C
um
huriyet, 2 
A
ralık 2014.
⒆
 "E
rd
o
ğ
a
n
, b
ü
ro
k
ra
tla
rın
ı 
D
anıştay'a atadı," C
um
huriyet 
17 A
ralık 2014. "Y
argıtay'da 
'parralel' tem
izlik," C
um
huriyet, 
19 A
ralık 2014. 
⒇
 "'T
am
 teşekküllü' A
K
P
 yargısı... 
1
0
 so
ru
d
a
 y
a
rg
ı p
a
k
e
ti," 
C
um
huriyet, 1 T
em
m
uz 2016.
㉑
 "B
an
k
ers fret as E
rd
og
an 
in
creases P
ressu
re to K
eep 
T
u
rk
ish
 V
oters S
p
en
d
in
g
," 
F
inancial T
im
es, N
ovem
ber 29, 
2016.
㉒
 直近二〇一五年一一月総選挙での国会議席配分は、ＡＫＰが三一七、ＣＨＰが 三四、ＨＤＰが五九、ＭＨＰが四〇。国会議席過半数は二七六。
㉓
 世論調査会社
M
etropoll の二〇
一六年一〇月調査参照。
《参考文献》①
 Y
avuz M
H
., T
ow
ard an Islam
ic 
E
n
lig
h
ten
m
en
t: T
h
e G
ü
len 
M
ovem
ent, N
ew
 Y
ork: O
xford 
U
niversity P
ress, 2013.
②
 V
eren
 N
., F
E
T
O
, Istan
b
u
l: 
D
estek, 2016.
③
 K
eleş A
., F
E
T
O
'nun günah 
piram
idi. Istanbul: D
estek, 2016.
④
 Ü
çok A
Z
., T
ek başına: H
akikat 
peşinde koşanlar yorulm
azlar, 
Istanbul: D
oğan E
gm
ont, 2016.
⑤
 A
v
cı H
., H
aliç'te y
aşay
an 
sim
onlar, A
nkara: A
ngora, 2010.
⑥
 Ö
zalp
 H
., K
uşatılan yargı, 
K
ocam
u
stafap
aşa, İstan
b
u
l: 
T
ogan Y
ayıncılık, 2010.
⑦
 Ç
akır R
., Sakallı S. 100 soruda 
E
rd
oğ
an
 x
 G
ü
len
 sav
aşı, 
İstanbul: M
etis; 2014.
⑧
 T
aşcı İ., İlahi adalet, İstanbul: 
C
um
huriyet K
itapları, 2011.
13_分析リポート.indd   43 17/02/06   9:56
